
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ペアで取り組むこと

で、友達と試行錯誤し

ながら、より意図した

活動に近づけようとす

る姿が見られました。 

プログラミング

ロボット「Sota」

を活用すること

で、プログラミン

グの仕方を理解

し、使えるように

なりました。 

本時では、プログラミングをしながら、実際にロボットを

動かし、より意図した活動に近づけるようにしました。 

児童が、お互いの活動を見て、プログラミングの技術的なアドバイスを

するためには、さらなる支援の工夫が必要であることが分かりました。 


